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種類と Afzelia cochinchinensis など落葉広葉樹 4種類。苗木は JISEの指導で既に準備されていました。 カンボジアでは稲作が盛んなためマルチングは稲ワラで実施しました。ワラはキチンと束になった状態ではなくバラバラの干し草状態でしたが、縄掛けを行うとしっかりと収まりました＝写真㊨＝写真㊨＝写真㊨＝写真㊨。。。。    時期的に乾季（11 月～5 月）でしたので、パイプをセットして散水を行いました。学生たちと日本人ボランティアは力を合わせて作業し、すっかり打ち解けた雰囲気の中、終了後に隣接した屋外でジョイントランチ（昼食）のカンボジア料理を楽しみました。  ４）第４）第４）第４）第6666回レナフォ連携の森植樹祭（回レナフォ連携の森植樹祭（回レナフォ連携の森植樹祭（回レナフォ連携の森植樹祭（2012201220122012年年年年5555月月月月13131313日、湘南国際村日、湘南国際村日、湘南国際村日、湘南国際村、レナフォ、レナフォ、レナフォ、レナフォ共催）共催）共催）共催）    主催：協働参加型めぐりの森づくり推進会議 特別協賛：アエリオ生命保険 資金助成：イオン環境財団 資材助成：横浜ゴム、サン・ライフ、進和学園「いのち   の森づくり友の会」基金、NPO法人GoodDay、ダスキンレントオール横須賀ステーション、出雲大社相模分詞   植樹本数：22種類、3000本、参加者数：200人   植栽地は第5回の現場に隣接する斜面下側の平坦地で実施しました。今回の植樹では表土に黒土の客土をやめ、山土に周辺の落葉や腐植土を混入して土壌の改良を図りました。平坦地であり根腐れを防ぐため植栽基盤はマウンドを築いて水はけが良くなるようにしました。 当初の予定は5月3日でしたが、前夜からの大雨で警報が発令されたため、朝になって植樹祭を急きょ5月13日に延期することに決定しました。当日は延期を知らないで会場まで車で来られた方や、逗子駅で「植樹祭延期」の手持ち看板を見て帰られた方もおられ、ご迷惑をかけました。こうした予定外の事態への対応は主催者として、今後の課題となりました。 マウンドの脇には素堀側溝を掘りましたが、流末処理が悪く、5月3日の豪雨後はマウンドの間に水たまりができていました。植樹祭延期決定後、準備作業においでいただいていた会員や植生工学士の皆さんには、雨の中、濡れて重くなったワラ束を水たまりから引き上げ、砕石で締まった地面をツルハシで掘って排水の流末を確保するなど、大変なご苦労をいただきました。 5月13日の当日は晴天にめぐまれました。200人が参加し、22種類3000本を植えました＝写真＝写真＝写真＝写真㊤㊤㊤㊤。  ５）岩沼市千年希望の丘植樹祭５）岩沼市千年希望の丘植樹祭５）岩沼市千年希望の丘植樹祭５）岩沼市千年希望の丘植樹祭（（（（2012201220122012年年年年5555月月月月26262626日、宮城県岩沼市空港南日、宮城県岩沼市空港南日、宮城県岩沼市空港南日、宮城県岩沼市空港南公園、レナフォ公園、レナフォ公園、レナフォ公園、レナフォ後援）後援）後援）後援）            主催：岩沼市 共催：財団法人地球環境戦略研究機関国際生態学センター（JISE）、森の防潮堤東北協議会 後援：東北フジパン、イオン他   植樹本数：20種類、6000本  参加者数：1000人  当日は晴天に恵まれ、参加者は、予定人数（500人）を大きく上回る約 1000人。全国各地から駆けつけた人もいて、被災地の復興を支援したいという参加者の想いを感じるにぎわいでした。  がれきを盛土に利用した実証実験例として、工事は同市が施工。植樹祭は同協議会が中心とな
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って行い、レナフォは準備作業などで支援しました。＜写真と詳細は 1,2ページ参照＞  ６）宮城・八重垣神社６）宮城・八重垣神社６）宮城・八重垣神社６）宮城・八重垣神社    みんなの鎮守の森植樹祭みんなの鎮守の森植樹祭みんなの鎮守の森植樹祭みんなの鎮守の森植樹祭    （（（（2012201220122012 年年年年 6666 月月月月 24242424 日、宮城県山元町高瀬字笠野日、宮城県山元町高瀬字笠野日、宮城県山元町高瀬字笠野日、宮城県山元町高瀬字笠野、レナフォ技術指導、レナフォ技術指導、レナフォ技術指導、レナフォ技術指導））））    主催：八重垣神社 共催・資金助成：日本財団 協力：日本文化振興財団 後援：神社本庁、宮城県神社庁 監修・指導：財団法人地球環境戦略研究機関国際生態学センター（JISE）   東日本大震災の被災地で行われた「鎮守の森再生事業」の第 1回目です。3.11 の大津波で社殿が流出。植樹帯は神社敷地を取り囲むように、平均幅員 5 ㍍、延長約 150 ㍍、面積 752 平方㍍で造成されました＝写真＝写真＝写真＝写真㊧㊧㊧㊧。神社の基礎コンクリート破片や木質がれきは下層土と混合して利用しました。  植樹祭当日は曇天でしたが、神事のあと、宮脇昭特別顧問の指導のもと約 500人が参加して、21種類 3286本を植えました＝＝＝＝写真写真写真写真㊦㊦㊦㊦㊧㊧㊧㊧。 日本文化振興財団が植樹祭の模様をビデオ撮影（㈱日本文化チャンネル桜 北村隆ディレクター）、終了後に参加者で記念撮影しました＝写真＝写真＝写真＝写真㊦㊦㊦㊦㊨㊨㊨㊨。 7月 27日～28日には、2 年ぶりに八重垣神社の祭礼が行われ、苗木が植えられたばかりの境内に被災した人たちをはじめ多くの町民が参集しました。    ７）宮城・吉田浜神明社７）宮城・吉田浜神明社７）宮城・吉田浜神明社７）宮城・吉田浜神明社    みんなの鎮守の森植樹祭みんなの鎮守の森植樹祭みんなの鎮守の森植樹祭みんなの鎮守の森植樹祭    （（（（2012201220122012 年年年年 8888 月月月月 14141414 日、宮城県亘理町吉田字須賀畑日、宮城県亘理町吉田字須賀畑日、宮城県亘理町吉田字須賀畑日、宮城県亘理町吉田字須賀畑、レナフォ技術指導、レナフォ技術指導、レナフォ技術指導、レナフォ技術指導））））    主催：神明社 共催・資金助成：日本財団 協力：日本文化振興財団 後援：神社本庁、宮城県神社庁 監修・指導：財団法人地球環境戦略研究機関国際    生態学センター（JISE）   被災地での「鎮守の森再生事業」の第 2 回目として実施されました。100人の参加予定に 250人が集まり、地元の関心の高さを感じました＝写真＝写真＝写真＝写真㊨㊨㊨㊨。 現場は海岸から 500ｍの距離ですが、地下水位はそれほど高くなく、2 ㍍ほど掘削しても湧水はありませんでした。 植樹地は平坦な地形で敷地内の水はけは悪く、前夜からの雨で会場に水たまりが出来、剣スコで排水作業をしました。 



6 

 

植樹指導には、宮脇昭特別顧問の都合がつかず、代役として、レナフォの高野理事長が当たりました。参加者の多くは地元のいちご農家の皆さんでしたが、いちごの栽培はまだほとんど再開されておらず、隣接地の墓所にも津波被害の爪痕がみられました＝写真＝写真＝写真＝写真㊨㊨㊨㊨。植樹祭には東京六大学野球の選手たち 26 人も加わりました。農家の人たちは縄やワラの扱いに慣れた人が多く、植樹後の現場は手直し作業を必要としない見事な仕上がりでした。。。。            
■■■■    森林再生の環境教育事業森林再生の環境教育事業森林再生の環境教育事業森林再生の環境教育事業    ■■■■    1)1)1)1) 宮脇昭宮脇昭宮脇昭宮脇昭特別顧問特別顧問特別顧問特別顧問講演会（講演会（講演会（講演会（2011201120112011年年年年10101010月月月月20202020日、横浜市技能文化会館、レナフォ日、横浜市技能文化会館、レナフォ日、横浜市技能文化会館、レナフォ日、横浜市技能文化会館、レナフォ主催）主催）主催）主催）     2011年度通常総会を開催した2011年10月20日、総会終了後に、同じ横浜市技能文化会館で、宮脇昭特別顧問が、「大震災から命と遺伝子を守るふるさとの木によるふるさとの森づくり――レナフォから世界へ――」と題して講演しました＝写真㊧＝写真㊧＝写真㊧＝写真㊧。宮脇特別顧問は、3･11東日本大震災のあといち早く被災地に入り、植生への影響を踏査。講演では、その結果を踏まえて、土地本来の樹種に覆われた、岩手県から福島県に至る沿岸地域に総延長300キロの「森の防潮堤」づくりを力説、提案しました。   ２）２）２）２）いのちを守る森の防潮堤プロジェクト推進シンポジウムいのちを守る森の防潮堤プロジェクト推進シンポジウムいのちを守る森の防潮堤プロジェクト推進シンポジウムいのちを守る森の防潮堤プロジェクト推進シンポジウム    （（（（2012201220122012年３年３年３年３月月月月３３３３日日日日、、、、於東北福祉大学於東北福祉大学於東北福祉大学於東北福祉大学、レナフォ、レナフォ、レナフォ、レナフォ主催）主催）主催）主催）          共催：「いのちを守る森の防潮堤」推進東北協議会、財団法人地球環境戦略研究機関国際生態学センター（JISE）、毎日新聞社、河北新報社   特別協賛：三菱商事   協賛：東日本旅客鉄道、横浜ゴム   後援：国土交通省、宮城県、仙台市、岩沼市、浦安市、南相馬市、大槌町、東北福祉大学、宮城大学   報道機関後援：朝日新聞仙台支局、読売    新聞東北総局、岩手日報       社、福島民報社、福島民友社、NHK 仙台放送局、

TBC東北放送、仙台放送、ミヤギテレビ、KHB東日本放送、IBC 岩手放送、福島放送                          3.11東日本大震災から 1年を目前にし、仙台市青葉区の東北福祉大学で開催。まず、震災半年後の 11年 9月から 10月にかけ 4 週間にわたって実施した「東北太平洋岸の植生調査     シンポジウムでのディスカッション 報告」を、JISE主任研究員の目黒伸一氏が行 いました。その後、宮脇昭特別顧問による「森の防潮堤」構想について基調講演があり、ドイツ・ハノーバー大学教授のリチャード・ポット氏が「ヨーロッパ（北海）における防潮堤の過去・現在・未来」と題して、宮脇特別顧問の通訳で講演しました。 さらに、シンポジウムでは、千葉県浦安市、岩手県大槌町、宮城県岩沼市、福島県南相馬市の市長・町長と横浜ゴム、トヨタ自動車、三菱商事の役員らが、宮脇特別顧問の進行で、被災した沿岸などでの広葉樹中心の森づくり事業へのそれぞれの決意や計画について語り合いました。 


